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章
応
物
の
「
耀
山
行
」
「
温
泉
行
」
詩
に
つ
い
て
（
竹
村
）

。
燕
李
録
事
（
『
章
蘇
州
集
』
巻
一
）

も
の
で
あ
る
。

庫
応
物
の

「
襲
山
行
」

「
温
泉
行
」

一

こ
の
小
論
は
、
中
唐
の
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
る
章
応
物
が
玄
宗
の
襲
山
宮
行
幸
に
庖
従
し
た
経
験
を
回
想
し
た
「
麗
山
行
」
「
温
泉
行
」

詩
の
制
作
年
代
の
比
定
を
試
み
、
あ
わ
せ
て
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
章
応
物
の
稀
有
な
盛
唐
体
験
の
意
味
す
る
も
の
に
つ
い
て
考
察
し
た

小
論
に
お
い
て
、
私
が
特
に
章
応
物
の
こ
の
二
篇
の
詩
を
取
り
あ
げ
る
理
由
は
二
つ
あ
る
。
そ
の
一
は
、
こ
れ
ら
の
詩
に
描
写
さ
れ

た
、
若
冠
十
五
歳
に
し
て
玄
宗
の
慶
山
宮
行
幸
に
雹
従
し
、
続
く
安
禄
山
の
乱
に
よ
っ
て
失
職
流
浪
す
る
と
い
う
津
応
物
の
若
年
の
経

験
が
、
そ
の
後
の
詩
人
と
し
て
の
章
応
物
の
成
長
発
展
に
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
、
私
な
り
に
検
証
し
て
み
た
い
こ
と
で
あ
る
。
そ

し
て
そ
の
二
は
、
襲
山
華
清
宮
を
め
ぐ
る
所
謂
楊
貴
妃
伝
説
の
発
生
と
展
開
史
上
に
お
い
て
、
章
応
物
の
「
襲
山
行
」
「
温
泉
行
」
詩

が
占
め
る
位
置
付
け
を
、
文
学
史
的
に
少
し
く
明
ら
め
て
お
き
た
い
こ
と
で
あ
る
。

二

章
応
物
が
玄
宗
の
襲
山
宮
行
幸
に
雹
従
し
た
経
験
に
つ
い
て
言
及
し
た
詩
は
、
「
襲
山
行
」
「
温
泉
行
」
の
他
に
、
お
よ
そ
次
の
三
首

を
挙
げ
得
る
。

竹

詩
に
つ
い
て

村

則

一丁ノイ
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燕
李
録
事
（
抄
）

輿
君
十
五
侍
皇
閲

暁
彿
墟
煙
上
赤
埠

花
開
漢
苑
経
過
虞

蒼
山

雪

下

襲

山

沐

浴

時

沐

浴

す

る

時

こ
こ
で
章
応
物
は
、
李
録
事
と
宴
会
し
た
折
に
、
曾
て
「
十
五
」
の
時
に
玄
宗
に
共
に
仕
え
た
事
を
回
顧
す
る
。
こ
こ
に
い
う
岸
応

物
「
十
五
」
歳
と
は
、
羅
聯
添
氏
「
章
応
物
年
譜
」
に
よ
れ
ば
、
天
宝
十
載
（
七
五
一
年
）
を
指
す
。
そ
し
て
、
『
旧
唐
書
』
．
『
新
唐

書
』
・
『
資
治
通
鑑
』
等
の
記
録
を
閲
す
れ
ば
、
玄
宗
の
襲
山
行
幸
は
例
年
の
恒
例
で
あ
っ
た
が
、
特
に
天
宝
十
載
か
ら
十
四
載
ま
で

は
、
毎
年
「
冬
十
月
」
に
な
る
と
、
玄
宗
は
欠
か
さ
ず
襲
山
華
清
宮
に
行
幸
し
て
い
る
。
そ
の
一
隊
は
、
宋
・
劉
斧
『
青
瑣
高
議
』
所

収
「
襲
山
記
」
中
に
登
場
す
る
田
翁
の
記
憶
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
「
従
駕
の
侍
衛
は
祗
に
五
六
千
人
」
と
い
う
多
勢
を
引
き
連
れ

た
仰
々
し
い
華
や
か
な
行
幸
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
一
隊
中
に
は
、
玄
宗
の
ほ
か
に
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
楊
貴
妃
の
姿
が
あ
り
、

更
に
は
、
隊
の
先
触
れ
と
し
て
駆
け
る
少
年
章
応
物
の
姿
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

酬
鄭
戸
曹
耀
山
感
懐
（
抄
）

蒼
山
何
鬱
盤

何
ぞ
鬱
盤
た
る

鄭
戸
曹
の
襲
山
感
懐
に
酬
ゆ
（
抄
）

花
開
く
漢
苑
に

ふ

雪
下
る
襲
山
に

暁
に
炉
煙
を
払
い

赤
混
に
上
る

経
過
す
る
処

君
と 李
録
事
に
燕
す
（
抄
）

十
五
に
し
て

皇
閑
に
侍
り

。
酬
鄭
戸
曹
襲
山
感
懐
（
『
章
蘇
州
集
』
巻
五
）

。
逢
楊
開
府
（
『
章
蘇
州
集
』
巻
五
）

※
（
以
下
、
章
応
物
詩
の
引
用
は
四
部
備
要
本
を
底
本
と
し
、
唐
五
十
家
詩
集
本
、
四
部
叢
刊
本
、
全
唐
詩
本
、
国

学
基
本
叢
書
本
、
須
渓
先
生
校
和
刻
本
等
の
諸
本
を
随
時
参
校
す
る
こ
と
に
す
る
。
）
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章
応
物
の
「
耀
山
行
」
「
温
泉
行
」
詩
に
つ
い
て
（
竹
村
）

沐
浴
惟
聖
情

登
臨
起
退
想

沐
浴
し
て

登
臨
し
て

退
想
起
り

よ
ろ
こ

聖
情
惟
ぶ

日
出
煙
峰
緑

叛
氣
麗
層
甍

祭
氣
と
し
て

日
出
で
て

翻
翻
日
月
旗

殷
殷
盤
鼓
磐

萬
馬
自
騰
駿

八
駿
按
轡
行

八
駿

轡
を
按
じ
て
行
く

や
ま縞
の
緑
は
煙
り

か

さ

な

、

ら

か

う

る

層
れ
る
甍
は
麗
は
し

万
馬
殷
殷
た
り

登
鼓
の
声

お
ど
り
あ
が

自
ら
騰
駿
り

翻
翻
た
り
日
月
の
旗

藷
林
亦
肖
肖

我
念
綺
襦
歳

塵
従
嘗
太
平

小
臣
職
前
謳

馳
道
出
濁
亭

馳
道
渭
亭
よ
り
出
づ

小
臣
前
駆
す
る
を
職
と
し

雹
従
し
て

旧
林おも
我
念
ふ

綺
襦
の
歳

太
平
に
当
る

稟
鹿
但
縦
横

泉
水
今
尚
暖

泉
水
塵
鹿

但
だ
縦
横
す

今
尚
お
暖
か
く

白
雲
已
に
篇
條
と
し
て

下
元
朝
百
霊

白
雲
已
篇
條

亦
た
青
青
た
り

下
元
に
百
霊
に
朝
す

先
帝
昔
好
道

先
帝

昔

道
を
好
み

飛
閣
凌
上
消

飛
閣

上
清
を
凌
ぐ
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逢
楊
開
府
（
抄
）

少
事
武
皇
帝

無
頼
侍
恩
私

朝
燕
詠
無
事

時
豊
賀
國
禎

日
和
絃
管
音

下
使
萬
室
聰

海
内
湊
朝
貢

賢
愚
共
歓
榮

合
沓
車
馬
喧

西
聞
長
安
城

車
馬
喧
し
く

こ
こ
で
章
応
物
は
、
そ
の
「
綺
襦
の
年
」
に
、
玄
宗
の
朧
山
宮
行
幸
に
「
雹
従
」
し
て
、
「
馳
道
」
を
「
前
駆
」
し
た
経
験
に
つ
い

て
回
顧
す
る
。
そ
の
当
時
、
行
幸
の
日
月
の
旗
が
翻
翻
と
ひ
る
が
え
り
、
太
鼓
の
音
が
殷
殷
と
響
く
。
一
隊
の
軍
馬
は
勢
い
よ
く
馳
せ
、

整
然
と
行
進
す
る
。
時
世
は
天
下
太
平
を
よ
ろ
こ
び
、
海
内
の
貢
物
が
華
清
宮
に
届
け
ら
れ
、
そ
の
雑
踏
の
に
ぎ
や
か
さ
は
西
方
長
安

に
ま
で
聞
え
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

津
応
物
が
こ
こ
に
言
う
「
綺
襦
の
年
」
と
は
、
先
に
挙
げ
た
「
燕
李
録
事
」
詩
の
「
十
五
」
歳
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た

「
綺
の
襦
」
と
は
、
次
詩
に
述
べ
る
貴
族
子
弟
の
遊
蕩
ぶ
り
に
も
直
結
す
る
語
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
「
酬
鄭
戸
曹
襲
山
感
懐
」
詩
か
ら
は
、
玄
宗
の
襲
山
宮
行
幸
に
麿
従
し
て
意
気
軒
昂
な
粛
応
物
少
年
の
覇

気
と
共
に
、
絶
頂
に
あ
る
盛
唐
天
宝
期
の
天
下
太
平
ぶ
り
が
如
実
に
伝
わ
っ
て
来
る
。

楊
開
府
に
逢
う
（
抄
）

わ
か少
く
し
て
武
皇
帝
に
事
へ

た
の

恩
私
を
侍
む

無
頼

合
沓
し
て

西
の
か
た

長
安
城
に
聞
ゆ

賢
愚
歓
栄
を
共
に
す

海
内
日
和
し
て

下
使
時
豊
か
に
し
て

国
禎
を
賀
す

ひ
ぴ

絃
管
音
き

し
た
が

万
室
聴
う

あ
っ

朝
貢
湊
ま
り

う
た

朝
に
燕
し
て
無
事
を
詠
ひ
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章
応
物
の
「
耀
山
行
」
「
温
泉
行
」
詩
に
つ
い
て
（
竹
村
）

身
作
里
中
横

家
蔵
亡
命
兒

朝
持
樗
蒲
局

暮
籟
東
鄭
姫

司
隷
不
敢
捕

立
在
白
玉
埠

襲
山
風
雪
夜

"
長
楊
羽
猟
時

一
字
都
不
識

飲
酒
陣
頑
瘍

武
皇
升
仙
去

憔
悴
被
人
欺

讀
書
事
已
晩

把

筆

學

題

詩

題

詩

を

学

ぶ

こ
こ
に
は
、
貴
族
子
弟
の
「
恩
私
を
侍
」
ん
で
賭
け
事
や
女
色
に
耽
り
、
放
瘍
三
昧
を
す
る
少
年
津
応
物
の
わ
が
ま
ま
ぶ
り
が
露
わ

で
あ
る
。
特
権
階
級
で
あ
る
が
故
に
、
「
東
鄭
」
の
美
女
を
か
ど
わ
か
し
て
も
、
司
直
は
章
応
物
を
逮
捕
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
第

九
句
に
「
襲
山
風
雪
夜
」
と
あ
る
の
が
、
津
応
物
が
玄
宗
の
侍
衛
と
し
て
襲
山
宮
行
幸
に
屋
従
し
た
事
を
指
す
。
し
か
し
、
そ
の
放
縦

さ
も
玄
宗
と
い
う
時
の
最
高
権
力
の
庇
護
が
あ
っ
て
の
こ
と
。
安
禄
山
の
乱
を
経
て
「
武
皇
」
（
玄
宗
）
が
「
升
仙
」
し
て
後
は
、
最
大

の
パ
ト
ロ
ン
を
失
っ
て
「
憔
悴
」
し
意
気
消
沈
し
た
章
応
物
は
、
曾
て
の
威
勢
は
ど
こ
へ
や
ら
、
他
人
に
も
容
易
に
「
欺
」
ら
れ
る
「
綺

憔
悴
し
て

書
を
読
む
も

筆
を
把
り
て

武
皇
飲
酒

ご

ろ

つ

き

な

身
は
里
中
の
横
と
作
り

や
く
ざ

家
に
亡
命
の
児
を
蔵
す

朝
に
樗
蒲
の
局
を
持
し

ぬ
す

暮
に
東
隣
の
姫
を
頴
む

司
隷
敢
て
捕
へ
ず

立
ち
て
白
玉
の
埠
に
在
り

耀
山
の
風
雪
の
夜

長
楊
に
羽
猟
す
る
時

す
ぺ

一
字
も
都
て
識
ら
ず

ほ
し
い
ま
ま

頑

痴

を

陣

に

す

升
仙
し
て
去
り
て
の
ち

人
に
厨
ら
る

事
已
に
晩
＜
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襦
」
の
子
弟
と
成
り
果
て
る
の
で
あ
る
。
章
応
物
の
場
合
と
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
い
が
、
安
禄
山
の
乱
の
渦
中
に
あ
っ
て
路
隅
に
泣

く
王
孫
の
哀
話
は
、
杜
甫
の
「
哀
王
孫
」
詩
に
詩
史
と
し
て
い
っ
そ
う
詳
し
い
。

こ
う
し
て
、
安
禄
山
の
乱
と
い
う
政
治
時
変
に
よ
り
、
貴
族
子
弟
の
特
権
が
消
滅
し
、
否
応
な
く
自
分
一
人
の
力
で
生
き
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
社
会
の
現
実
に
直
面
し
た
土
壁
応
物
で
あ
っ
た
が
、
時
已
に
学
問
読
書
を
以
て
あ
ら
た
め
て
文
官
と
し
て
身
を
立
て
る
に
は
遅
く
、

「
筆
を
把
っ
て
題
詩
を
学
ぶ
」
こ
と
か
ら
新
た
な
人
生
を
踏
み
出
し
始
め
る
の
で
あ
っ
た
。
第
十
六
句
「
讀
書
事
已
晩
」
と
は
、
安
禄

山
乱
の
そ
の
年
、
章
応
物
が
「
十
有
五
に
し
て
学
に
志
す
」
（
論
語
・
為
政
）
年
齢
（
十
五
歳
）
を
既
に
過
ぎ
て
い
た
こ
と
を
言
う
で
あ
ろ

う
。
羅
氏
の
年
譜
で
は
、
こ
の
年
章
応
物
は
已
に
二
十
歳
で
あ
る
。
後
に
中
唐
の
詩
壇
に
登
場
す
る
詩
人
章
応
物
の
実
質
的
な
出
発
は
、

実
に
こ
の
時
に
始
ま
る
の
で
あ
る
。

三

岸
応
物
の
こ
の
侍
衛
出
仕
は
官
蔭
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
章
応
物
は
、
曾
祖
父
の
待
債
（
武
后
文
昌
右
相
1
1

従
二
品
）
、
祖
父
の

(
2
)
 

令
儀
（
梁
州
都
督
1
1

従
三
品
）
、
父
の
婁
（
少
監
1
1

従
四
品
下
）
等
の
功
績
あ
る
先
祖
の
恩
恵
に
よ
り
、
特
に
「
氏
素
姓
の
明
ら
か
な
高
級
官

(
3
)
 

僚
を
祖
な
い
し
父
に
も
つ
官
僚
貴
族
の
中
か
ら
選
抜
さ
れ
た
栄
あ
る
エ
リ
ー
ト
」
と
し
て
、
玄
宗
の
襲
山
宮
行
幸
の
侍
衛
に
補
せ
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。

特
に
、
そ
れ
ら
の
所
謂
先
祖
の
II

七
光
り
“
を
受
け
て
出
仕
し
た
子
弟
の
中
に
、
素
行
の
些
か
芳
し
か
ら
ぬ
者
の
あ
っ
た
事
は
、
章

応
物
自
身
が
、
こ
の
「
逢
楊
開
府
」
詩
中
で
い
み
じ
く
も
回
顧
し
て
い
る
。
即
ち
、
「
無
頼
恩
私
を
侍
む
」
と
い
い
、
村
中
の
横
者

と
な
っ
て
、
家
に
「
亡
命
兒
」
を
隠
蔵
し
、
「
樗
蒲
局
」
（
賭
け
事
）
に
ふ
け
り
、
「
東
鄭
姫
」
を
か
ど
わ
か
し
て
も
、
司
直
は
手
も
出
せ

な
か
っ
た
事
が
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
詩
表
現
は
、
岸
応
物
が
幾
多
の
時
間
を
経
て
回
想
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
や
や
極
端
な
美
化
と

誇
張
が
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
本
人
が
曾
て
の
自
身
の
体
験
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
所
謂
良
家
の
”
お
坊
ち
ゃ
ん
“
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章
応
物
の
「
羅
山
行
」
「
温
泉
行
」
詩
に
つ
い
て
（
竹
村
）

の
放
縦
ぶ
り
を
示
す
も
の
と
し
て
は
可
成
り
の
真
実
を
伝
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
盛
唐
に
生
を
受
け
た
章
応
物
が
父
祖
の
恩
恵
に
よ
っ
て
玄
宗
の
宿
衛
と
し
て
出
仕
し
、
且
つ
一
方
で
こ
の
よ
う
な
放
埓
な

ふ
る
ま
い
が
多
か
っ
た
こ
と
は
、
津
応
物
自
身
に
お
い
て
は
楽
し
か
る
べ
き
歓
楽
の
日
々
で
は
あ
っ
た
ろ
う
が
、
や
が
て
は
抹
殺
し
、

超
克
す
る
べ
き
少
年
時
代
の
残
影
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
。
則
ち
、
続
く
安
禄
山
の
乱
に
よ
り
そ
の
ポ
ス
ト
を
失
っ
た
章
応
物
は
、
当

然
の
事
な
が
ら
深
刻
な
「
憔
悴
」
の
後
、
や
が
て
読
書
と
詩
作
に
没
頭
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
誰
の
庇
護
に
も
頼
る
こ
と
無
く
、
自
ら

の
力
で
進
路
を
開
拓
し
て
ゆ
く
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
時
、
時
代
は
既
に
中
唐
に
移
行
し
て
い
る
が
、
ま
こ
と
に
中
唐
こ
そ
は
、
寒
門
出
身
に
属
す
る
多
く
の
詩
人
が
、
六
朝
以
来
根

強
く
続
く
門
閥
貴
族
制
に
の
み
自
己
の
出
世
を
拠
る
こ
と
無
く
、
主
と
し
て
自
身
の
努
力
に
よ
る
進
路
開
拓
を
要
請
さ
れ
た
時
代
で
も

あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
中
唐
の
詩
人
元
積
、
白
居
易
等
の
例
を
出
す
ま
で
も
な
い
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
れ
ば
、
中
唐
の
詩
人
津
応
物
が
、
盛
唐
の
少
年
時
代
に
官
蔭
に
よ
っ
て
玄
宗
の
騒
山
宮
行
幸
に
雹
従
し
、
そ

し
て
そ
れ
が
安
禄
山
の
乱
を
経
て
失
職
流
浪
す
る
と
い
う
経
験
を
持
っ
た
こ
と
は
、
本
人
に
は
或
い
は
堪
え
難
い
辛
酸
事
で
あ
っ
た
だ

ろ
う
が
、
盛
唐
か
ら
中
唐
へ
移
行
す
る
歴
史
過
程
に
お
い
て
は
、
蓋
し
起
り
得
べ
き
甚
だ
象
徴
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

四

阜
応
物
の
「
耀
山
行
」
詩
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
い
ま
、
そ
の
詩
内
容
と
押
韻
に
よ
り
、
四
小
段
落
に
分
け
て
見
て
ゆ
く
こ
と
に

す
る
。

厭
坐
明
堂
朝
萬
方

訪
道
霙
山
降
聖
祖

明
堂
に
坐
し
てと

道
を
霊
山
に
訪
ひ

聖
祖
降
り

万
方
朝
す
る
に
厭
＜

君
不
見
開
元
至
化
垂
衣
裳
君
見
ず
や
開
元
は
至
化
に
し
て
衣
裳
垂
れ
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沐
浴
華
池
集
百
祥

千
乗
萬
騎
被
原
野

雲
霞
草
木
相
輝
光

禁
使
園
山
暁
霜
切

離
宮
積
翠
夜
漏
長

玉
階
寂
歴
朝
無
事

碧
樹
蔽
駐
寒
更
芳

三
消
小
鳥
博
仙
語

九

華

填

人

奉

壇

漿

九

華

の

真

人

壇

漿

を

奉

ぐ

(
4
)
 

こ
こ
に
は
、
「
衣
裳
垂
れ
て
」
ひ
と
り
で
に
天
下
が
良
く
治
ま
っ
た
開
元
（
天
宝
）
時
代
、
玄
宗
が
襲
山
華
清
宮
に
行
幸
し
て
、
「
聖

祖
」
即
ち
道
君
皇
帝
老
子
に
拝
礼
す
る
様
子
が
、
一
侍
衛
た
る
津
応
物
の
眼
を
通
し
て
描
か
れ
る
。

こ
の
詩
の
第
一
句
に
「
開
元
」
と
あ
る
の
は
、
作
者
の
過
去
回
想
の
表
現
と
考
え
ら
れ
、
従
っ
て
こ
の
詩
が
そ
れ
以
後
に
詠
ま
れ
た

こ
と
を
示
す
。
第
三
•
四
句
「
訪
道
霊
山
降
聖
祖
沐
浴
華
池
集
百
祥
」
と
は
、
玄
宗
が
毎
年
、
恒
例
の
如
く
襲
山
の
華
清
宮
に
行
幸

し
、
祖
宗
と
し
て
老
子
を
崇
拝
し
、
華
清
池
に
沐
浴
し
た
事
の
表
現
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
時
、
楊
貴
妃
も
ま
た
一
方
の
主
役
と
し

て
一
隊
の
中
に
あ
っ
た
。
第
五
句
「
千
乗
萬
騎
被
原
野
」
し
第
十
二
句
「
九
華
箕
人
奉
壇
漿
」
は
、
そ
の
襲
山
宮
行
幸
の
様
子
を
、
庫

き
ぴ

応
物
の
職
務
で
あ
る
宿
衛
の
視
点
を
通
し
て
活
写
し
た
表
現
で
あ
る
。
特
に
第
七
・
八
句
「
禁
使
山
を
囲
み
暁
霜
切
し
」
「
離
宮
翠

を
積
み
夜
漏
長
し
」
と
は
、
冬
十
月
、
厳
寒
の
襲
山
宮
の
警
衛
に
当
た
る
「
禁
使
」
兵
た
る
章
応
物
の
実
感
が
こ
も
っ
た
切
実
な
表

現
と
し
て
、
読
者
の
心
に
強
く
訴
え
る
感
動
性
を
持
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
こ
に
引
用
す
る
章
応
物
の
一
連
の
詩
に
お
け
る
騒
山
宮
の
描
写
が
、
曾
て
一
宿
衛
と
し
て
の
任
に
当
た
っ
た
ギ
早
応
‘

二
清
の
小
鳥

仙
語
を
伝
え

玉
階
は
寂
歴
と
し
て
朝
に
事
無
く

よ
な

う

る

は

ふ

ゆ

碧
樹
は
蔵
駐
し
く
寒
に
更
に
芳
さ
く

離
宮

翠
を
積
み

夜
漏
長
し

禁
使

山
を
囲
み

雲
霞
千
乗

万
騎
草
木

華
池
に
沐
浴
し
て

百
祥
集
ま
る

お
ほ

原
野
を
被
ひ

か
が
や

相
輝
光
＜
き
ぴ

暁
霜
切
し
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章
応
物
の
「
耀
山
行
」
「
温
泉
行
」
詩
に
つ
い
て
（
竹
村
）

渇
高
覧
古
嵯
褒
宇

造
化
茫
茫
思
悠
哉

秦
川
八
水
長
練
饒

漢

氏

五

陵

空

岩

蒐

漢

氏

の

五

陵

こ
こ
で
は
、
前
段
部
分
に
続
い
て
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
玄
宗
の
「
下
元
」
節
(
+
月
十
五
日
）
に
お
け
る
襲
山
宮
「
玄
元
室
」
（
朝
玄

閣
の
こ
と
か
）
「
朝
證
」
の
様
子
を
、
や
は
り
一
宿
衛
た
る
章
応
物
の
眼
を
通
し
て
述
べ
る
。
引
用
部
分
の
第
三
•
四
句
「
翠
華
稲
や
隠

か
が
や

る
天
半
の
雲
」
「
丹
閣
先
づ
明
＜
海
中
の
日
」
と
は
、
匿
山
宮
の
夜
半
の
警
護
に
つ
い
て
、
そ
の
ま
ま
夜
明
け
を
迎
え
た
一
宿
衛
た
る

章
応
物
か
ら
見
た
実
景
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
と
り
わ
け
「
丹
閣
先
明
海
中
日
」
と
は
、
朝
ぽ
ら
け
の
大
雲
海
の
中
か
ら
一
条
の
朝
日

が
丹
閣
を
く
っ
き
り
と
照
し
出
し
て
一
層
鮮
や
か
な
表
現
で
あ
る
。
（
こ
の
部
分
、
四
部
叢
刊
本
は
じ
め
諸
本
は
「
丹
閣
光
明
海
中
日
」
と
作
る
が
、

『
唐
五
十
家
詩
集
』
本
に
影
印
す
る
明
銅
活
字
本
で
は
「
丹
閣
先
明
海
中
日
」
と
あ
る
。
対
句
上
か
ら
も
意
味
上
か
ら
も
、
こ
の
表
現
の
方
が
一
層
ふ
さ
わ
し

萬
井
九
衝
皆
仰
望

彩
雲
白
鶴
方
徘
徊

造
化
茫
茫
と
し
て

秦
川

八
水

思
ひ
悠
な
る
哉

長
く
練
続
た
り

空
し
く
崖
鬼
た
り

白
鶴
ょ

高
き
に
渇
っ
て

彩
雲
万

井

九

衛

皆
仰
望
し

な
ら方
び
徘
徊
す
み

古
を
覧

利
旗
枕
節
憩
謡
塞

浦
絲
妙
管
従
空
来

羽

旗

梶

節

清

絲

妙

管

丹
閣
先
明
海
中
日

空
よ
り
来
る

褒
宇
を
嵯
す

丹
閣
山
に
登
りゃ梢
や
隠
る

ま

か

が

や

先
づ
明
＜

海
中
の
日

こ
ヽ

蝠
台
に
憩
ひ

下
元
の
味
爽

玄
元
の
室

物
の
眼
に
映
じ
た
現
実
の
映
像
で
あ
る
こ
と
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
あ
ら
た
め
て
注
目
し
て
お
き
た
い
視
点
で
あ
る
。

下

元

昧

爽

漏

恒

秩

漏

恒

秩

の

ご

と

く

登
山
朝
證
玄
元
室

翠
華
租
隠
天
半
雲

翠
華

天
半
の
雲

朝
に
礼
す
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干
文
一
起
文
武
乖

高
く
前
王
の
塵
外
に
出
づ
る
を
謝
す

お

さ

や

す

英
豪
は
共
に
理
ま
り
天
下
は
晏
し

お
そ

戎
夷
は
聾
―
l

れ
伏
し
て
兵
に
戦
う
こ
と
無
し

お
さ

時
豊
賦
敏
未
告
努
時
豊
か
に
し
て
賦
敏
め
て
未
だ
労
を
告
げ
ず

海
闊
珍
奇
亦
来
猷
海
闊
＜
珍
奇
亦
た
来
り
献
ぜ
ら
る

い
や
さ
か

こ
こ
で
は
、
前
段
に
続
い
て
、
騒
山
宮
に
お
い
て
玄
宗
が
「
聖
祗
」
道
君
皇
帝
老
子
に
「
丹
経
」
を
奉
上
し
、
億
万
年
の
禰
栄
を
祈

願
す
る
。
果
し
て
、
天
下
は
太
平
に
し
て
幾
年
も
戦
乱
が
無
く
、
民
に
納
税
の
苦
し
み
も
無
く
、
四
海
の
珍
品
が
続
々
と
献
上
さ
れ
る
。

こ
う
し
て
、
唐
王
朝
は
空
前
の
繁
栄
を
迎
え
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

そ
む

文
武
乖
き

歓
媛
已
極
人
事
愛

聖
皇
弓
剣
墜
幽
泉

古
木
蒼
山
閉
宮
殿

英
豪
共
理
天
下
晏

戎
夷
讐
伏
兵
無
載

古

木

蒼

山

宮

殿

閉

づ

歓
媛
巳
に
極
ま
り
て

聖
皇
の
弓
剣

幽
泉
に
墜
ち

干
支
一
た
び
起
る
や

蒼
生
咸
壽
陰
陽
泰

高
謝
前
王
出
塵
外

人
事
変
ず

蒼
生
は

丹
経
を
奉
げ

億
万
齢

こ
と
ほ

咸
＜
陰
陽
の
泰
ら
か
な
る
を
寿
ぎ

く
思
わ
れ
る
。
）
第
一
・
ニ
句
「
下
元
昧
爽
漏
恒
秩
登
山
朝
帳
玄
元
室
」
と
は
、
玄
宗
の
麗
山
宮
滞
在
中
の
恒
例
の
行
事
と
し
て
、
下

元
節
（
陰
暦
十
月
十
五
日
）
に
お
け
る
道
君
皇
帝
老
子
廟
へ
の
朝
礼
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
「
漏
恒
秩
」
（
恒
例
）
と

述
べ
る
章
応
物
の
回
想
か
ら
、
少
年
粛
応
物
自
身
も
ま
た
、
”
恒
例
“
の
よ
う
に
、
玄
宗
の
耀
山
宮
行
幸
及
び
下
元
節
の
玄
元
室
拝
礼

(
5
)
 

に
雹
従
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

乃
言
聖
祖
奉
丹
経
乃
ち
聖
祖
に
言
し
て

以
年
為
日
億
萬
齢

年
を
以
て
日
と
為
す
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章
応
物
の
「
襲
山
行
」
「
温
泉
行
」
詩
に
つ
い
て
（
竹
村
）

位
後
間
も
な
く
詠
ま
れ
た
も
の
の
如
く
察
せ
ら
れ
る
。

績
承
鴻
業
聖
明
君

鴻
業
を
績
承
し
た
ま
ふ
聖
明
の
君

威
震
六
合
駆
妖
祭
威
は
六
合
に
震
ひ
妖
祭
を
駆
う

太
平
遊
幸
今
可
待
太
平
の
遊
幸
今
待
っ
可
け
ん
や

湯
泉
嵐
嶺
還
祭
氣
湯
泉
嵐
嶺
に
還
お
祭
氣
た
り

と
こ
ろ
が
、
絶
頂
は
蓋
し
転
落
の
予
兆
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
突
如
と
し
て
「
干
文
一
起
」
、
即
ち
安
禄
山
の
乱
が
勃
発
し
て
、
太
平

の
歓
楽
は
一
気
に
奈
落
の
底
へ
と
転
落
す
る
。
そ
の
政
変
を
経
て
、
「
聖
皇
の
弓
剣
幽
泉
に
墜
ち
」
て
玄
宗
は
崩
御
し
（
但
し
実
際
に
亡

く
な
っ
た
の
は
七
六
二
年
）
、
古
木
蒼
然
た
る
朧
山
宮
は
、
主
の
無
い
ま
ま
ひ
っ
そ
り
と
閉
じ
ら
れ
た
ま
ま
に
な
っ
た
。

こ
の
部
分
の
「
聖
皇
弓
剣
墜
幽
泉
」
と
は
玄
宗
の
死
を
意
味
す
る
が
、
章
応
物
に
は
そ
れ
が
必
ず
し
も
歴
史
的
客
観
的
な
事
実
と
し

て
意
識
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
に
ま
と
め
て
考
え
た
い
。

そ
し
て
、
皇
帝
の
「
鴻
業
」
を
継
承
し
た
「
聖
明
君
」
即
ち
今
上
皇
帝
（
代
宗
）
は
、
天
下
に
威
霊
を
振
っ
て
、
妖
気
を
き
れ
い
に

駆
逐
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
あ
の
玄
宗
の
太
平
の
御
世
の
遊
楽
は
今
や
望
む
べ
く
も
な
い
が
、
こ
こ
華
清
池
に
は
今
も
変
り
な
く
温
泉
の

湯
煙
が
濠
灌
と
立
ち
上
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
引
用
し
た
末
段
部
分
に
は
、
開
元
天
宝
の
歓
楽
の
絶
頂
か
ら
安
禄
山
の
乱
に
よ
る
天
下
大
乱
へ
の
急
転
直
下
、
そ
の
過
程
に

お
け
る
玄
宗
の
崩
御
、
そ
し
て
、
依
然
と
し
て
湯
煙
を
上
げ
る
今
日
の
華
清
池
と
い
う
よ
う
に
、
僅
か
八
句
の
短
い
段
落
中
に
、
幾
節

も
の
政
治
情
況
が
多
層
的
に
詠
み
込
ま
れ
て
、
詩
意
の
転
換
が
頗
る
急
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
「
襲
山
行
」
詩
が
詠
み
こ
ま
れ
た
年
代
を
推
定
す
る
に
当
た
っ
て
注
目
す
べ
き
表
現
は
、
引
用
部
分
の
第
五
・
六
句

「
績
承
鴻
業
聖
明
君
威
震
六
合
謳
妖
祭
」
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
こ
に
は
天
下
の
「
鴻
業
」
を
継
承
さ
れ
た
今
上
皇
帝
へ
の
讃
辞
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
詩
表
現
の
緊
張
の
具
合
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
「
襲
山
行
」
詩
は
、
そ
の
今
上
皇
帝
の
即
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還
是
杜
陵
一
男
子
還
た
是
れ
杜
陵
の
一
男
子
た
り

こ
の
冒
頭
の
一
段
は
、
章
応
物
が
「
温
泉
行
」
詩
を
詠
む
に
至
っ
た
情
況
に
つ
い
て
述
べ
る
。
当
時
の
章
応
物
の
心
理
情
況
、
そ
し

て
こ
の
詩
の
制
作
年
代
を
推
定
す
る
上
で
は
甚
だ
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
一
段
で
あ
る
。

即
ち
、
章
応
物
は
曾
て
天
宝
時
代
に
宿
衛
と
し
て
「
出
身
」
（
任
官
）
し
て
い
た
が
、
今
や
過
酷
な
運
命
に
翻
弄
さ
れ
て
、
出
世
の
望

み
か
な
わ
ず
、
遂
に
惜
然
と
し
て
故
郷
の
「
杜
陵
」
（
長
安
）
に
帰
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
冒
頭
の
一
段
の
表
現
か
ら
、
こ
の
詩
が
「
天

宝
」
時
代
よ
り
可
成
り
後
年
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
し
て
、
章
応
物
が
異
郷
で
の
出
世
の
夢
も
消
え
、
無
一
物

と
な
っ
て
、
長
安
へ
帰
郷
す
る
途
中
、
襲
山
の
華
清
池
を
通
過
し
て
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
や
が
て
、
章
応
物
は
意

出
身
天
賓
今
年
幾

頑
鈍
如
鎚
命
如
紙

作
官
不
了
卸
束
蹄

る
こ
と
に
す
る
。

頑
鈍
な
る
こ
と
鎚
の
如
く

な

を

は

官
と
作
り
了
ら
ず

卸
っ
て
来
り
帰
る

命
は
紙
の
如
し

天

宝

に

出

身

し

て

今

年

幾

ぞ

こ
の
今
上
皇
帝
と
は
、
七
六
二
年
四
月
二
十
日
に
大
唐
の
皇
位
を
継
承
し
た
代
宗
を
指
す
。
玄
宗
の
皇
位
を
継
承
し
た
の
は
粛
宗
で

あ
る
が
、
粛
宗
は
七
六
二
年
四
月
十
八
日
に
崩
御
し
、
そ
し
て
当
の
玄
宗
も
、
奇
し
く
も
同
じ
月
、
七
六
二
年
四
月
五
日
に
崩
御
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

で
は
、
具
体
的
に
章
応
物
の
「
襲
山
行
」
詩
が
詠
ま
れ
た
の
は
い
つ
ご
ろ
で
あ
る
の
か
。
ギ
早
応
物
の
年
譜
と
照
合
し
て
の
詩
作
年
代

推
定
は
、
続
く
「
温
泉
行
」
詩
の
制
作
年
代
推
定
と
あ
わ
せ
、
後
章
に
お
い
て
あ
ら
た
め
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

五

こ
の
章
で
は
、
章
応
物
の
「
温
泉
行
」
詩
に
つ
い
て
、
そ
の
詩
内
容
及
び
押
韻
等
を
参
考
し
つ
つ
、
次
の
四
小
段
に
分
け
て
検
討
す
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庫
応
物
の
「
襲
山
行
」
「
温
泉
行
」
詩
に
つ
い
て
（
竹
村
）

忽
憶
先
皇
遊
幸
年

上
昇
玄
閣
遊
維
煙

平
明
羽
衛
朝
萬
國

車
馬
合
沓
溢
四
鄭

蒙
恩
毎
浴
華
池
水

身
騎
漑
馬
引
天
伎

直
入
華
消
列
御
前

玉
林
瑶
雪
満
寒
山

美
人
朝
廷

万
国
朝
し
あ
ふ

車
馬
合
沓
し
て
四
鄭
に
溢
る

つ

ね

ゆ

毎
に
華
池
の
水
に
浴
し

ふ

渭
北
の
田
を
蹂
ま
ず

事
無
く

絲
管

雹
猟
不
蹂
渭
北
田

朝
廷
無
事
共
歓
燕

美
人
絲
管
従
九
天

ふ

こ
こ
は
、
北
風
吹
き
す
さ
ぶ
華
清
温
泉
に
投
宿
し
た
章
応
物
が
、
何
年
も
前
と
同
様
の
情
況
の
中
で
、
「
忽
」
と
曾
て
玄
宗
の
聰
山

宮
行
幸
に
麿
躊
し
た
経
験
を
想
起
す
る
場
面
で
あ
る
。

そ
の
年
、
「
天
伎
」
（
近
衛
兵
）
を
先
導
す
る
役
目
の
章
応
物
は
、
宮
中
の
「
漑
馬
」
に
乗
り
、
近
衛
兵
の
特
典
と
し
て
そ
の
ま
ま
華

清
宮
に
乗
り
入
れ
て
、
玄
宗
の
御
前
に
整
列
し
た
の
で
あ
っ
た
。
雪
降
り
積
む
冬
の
聰
山
を
、
玄
宗
は
朝
玄
閣
ま
で
登
り
、
朝
も
や
の

中
で
道
君
皇
帝
老
子
に
拝
礼
さ
れ
る
。
朝
ま
だ
き
離
宮
に
は
諸
国
か
ら
の
使
者
が
朝
貢
に
訪
れ
、
そ
の
車
馬
が
町
に
満
ち
溢
れ
る
。
こ

う
し
て
朝
廷
は
太
平
無
事
で
歓
楽
を
尽
く
し
、
妙
な
る
音
楽
が
天
上
よ
り
漏
れ
聞
え
て
く
る
。

恩
を
蒙
り
て

猟
に
屋
い
て

平

明

羽

衛

歓
燕
を
共
に
し

ょ

九
天
従
り
す

蝠
雪

の

ぽ

玄
閣
に
上
昇
れ
ば

玉
林
直
ち
に
華
清
に
入
り

御
前
に
列
す

寒
山
に
満
ちうか

締
煙
遊
ぶ

先
皇
の

身
は
漑
馬
に
騎
り

北
風
惨
惨
と
し
て

ふ忽
と
憶
ふ

遊
幸
の
年みち
ぴ

天
使
を
引
く

気
消
沈
し
た
ま
ま
、
北
風
の
吹
き
す
さ
ぶ
中
、
襲
山
温
泉
に
投
宿
す
る
。

北

風

惨

惨

投

温

泉

温

泉

に

投

ず
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唯

見

蒼

山

起

煙

霧

蒼

山

に

煙

霧

の

起

る

を
(
6
)
 

「
鼎
を
鋳
て
龍
駁
降
り
」
と
は
玄
宗
の
崩
御
を
言
う
。
や
が
て
安
禄
山
の
乱
が
勃
発
し
、
玄
宗
は
崩
御
す
る
に
至
る
が
、
宿
衛
た

る
「
小
臣
」
の
章
応
物
は
玄
宗
と
共
に
上
天
（
殉
職
）
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
こ
の
世
に
生
き
残
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
幾
何
か
の

歳
月
が
流
れ
去
り
、
現
今
の
華
清
宮
は
見
る
影
も
な
く
さ
び
れ
果
て
、
た
だ
襲
山
の
山
な
み
に
変
り
な
く
湯
煙
が
上
っ
て
い
る
の
が
見

え
る
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
一
段
は
、
去
り
し
日
の
玄
宗
の
崩
御
と
、
今
日
の
華
清
宮
の
零
落
ぶ
り
を
描
く
。
そ
し
て
、
曾
て
の
貴
族
子
弟
の
威
勢
と
は
裏

腹
に
、
今
は
衰
落
し
宴
れ
果
て
た
章
応
物
も
そ
の
点
景
中
の
一
で
あ
る
。

憐
れ
む
可
し
躇
跨
と
し
て
風
波
失
し

天
を
仰
ぎ
て
大
い
に
叫
ぶ
も
奈
何
と
も
す
る
無
し

こ
ご

弊
裟
甑
馬
凍
え
て
死
せ
ん
と
欲
す

さ
い
わ
い
頼

に

頼

遇

主

人

杯

酒

多

主

人

の

杯

酒

の

多

き

に

遇

ふ

こ
の
終
章
は
、
玄
宗
と
い
う
最
大
の
拠
り
所
を
失
い
、
新
た
な
就
職
も
ま
ま
な
ら
な
い
浮
浪
者
章
応
物
の
「
憐
」
れ
な
境
遇
を
描
く
。

冒
頭
の
部
分
と
呼
応
し
て
、
異
郷
で
の
任
官
の
夢
も
消
え
、
尾
花
う
ち
枯
ら
し
て
帰
郷
す
る
庫
応
物
の
心
理
は
、
何
と
も
哀
れ
で
無
残

可
憐
躇
跨
失
風
波

仰
天
大
叫
無
奈
何

弊
裟
巖
馬
凍
欲
死

唯
だ
見
る

一
朝
錆
鼎
降
龍
駆

小
臣
髯
絶
不
得
去

今
束
癖
慈
萬
井
空

今い小一
来ま臣朝

癖
痣
と
し
て

髯
絶
え

去
る
を
得
ず

万
井
空
し

鼎
を
鋳
て
龍
駁
降
り

こ
の
一
段
は
、
華
清
宮
に
お
け
る
玄
宗
行
幸
の
盛
大
な
さ
ま
を
描
く
が
、
そ
の
視
点
は
、
や
は
り
前
詩
「
襲
山
行
」
と
同
じ
く
、

宿
衛
と
し
て
の
章
応
物
か
ら
見
た
も
の
で
あ
る
。
第
三
•
四
句
「
身
騎
底
馬
引
天
使
直
入
華
消
列
御
前
」
、
第
五
・
六
句
「
玉
林
珪

雪
満
寒
山
上
昇
玄
閣
遊
締
煙
」
等
の
表
現
に
、
そ
れ
が
如
実
に
現
わ
れ
て
い
る
。
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章
応
物
の
「
耀
山
行
」
「
温
泉
行
」
詩
に
つ
い
て
（
竹
村
）

で
あ
る
。
庫
応
物
は
破
衣
を
は
お
り
、
や
せ
馬
と
共
に
厳
寒
の
履
山
温
泉
に
投
宿
し
、
宿
の
主
人
の
杯
酒
を
恭
＜
頂
戴
す
る
の
で
あ
る

が
、
曾
て
の
少
年
時
代
の
華
や
か
な
残
影
が
重
な
る
が
故
に
、
今
の
蓼
落
ぶ
り
が
一
層
骨
身
に
徹
し
た
も
の
と
思
え
る
。

こ
こ
に
あ
げ
た
「
温
泉
行
」
詩
の
制
作
年
を
推
定
す
る
場
合
、
こ
の
よ
う
に
若
年
の
庫
応
物
が
、
異
郷
で
の
任
官
が
ま
ま
な
ら
ず
、

全
く
の
無
一
物
と
な
っ
て
、
む
ざ
む
ざ
故
郷
の
長
安
に
帰
る
途
次
、
寒
風
の
麗
山
温
泉
に
投
宿
し
て
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
い
う
情
況

設
定
が
最
大
の
関
鍵
と
な
る
。

六

以
上
、
章
応
物
の
「
襲
山
行
」
「
温
泉
行
」
詩
に
つ
い
て
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
見
て
来
た
。
で
は
次
に
、
こ
れ
ら
の
詩
が
詠
ま
れ
た

の
は
具
体
的
に
一
体
何
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
以
下
に
、
羅
聯
添
「
章
応
物
年
譜
」
等
の
参
考
資
料
と
引
き
合
せ
な
が
ら
、

各
詩
の
制
作
年
代
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

ま
ず
「
朧
山
行
」
詩
に
お
い
て
は
、
「
干
文
一
起
文
武
乖
歓
娯
已
極
人
事
愛
」
と
い
う
表
現
が
安
禄
山
乱
の
勃
発
を
指
し
、
続
く
「
聖

皇
弓
剣
墜
幽
泉
」
と
い
う
表
現
が
玄
宗
の
崩
御
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
次
の
「
績
承
鴻
業
聖
明
君
威
震
六
合
謳
妖
氣
」
と
は
、
七

六
二
（
宝
応
元
）
年
四
月
二
十
日
に
お
け
る
代
宗
の
即
位
を
指
す
こ
と
に
な
る
。
何
故
な
ら
ば
、
玄
宗
と
次
の
粛
宗
は
相
次
い
で
七
六

二
年
四
月
五
日
、
十
八
日
に
崩
御
す
る
の
で
あ
り
、
帝
位
を
継
承
し
た
の
は
玄
宗
よ
り
三
代
目
の
代
宗
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て

こ
の
「
耀
山
行
」
詩
も
、
代
宗
即
位
後
、
間
も
な
く
の
時
期
に
詠
ま
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

今
、
羅
聯
添
「
阜
応
物
年
譜
」
を
参
照
す
る
と
、
玄
宗
崩
御
後
、
失
職
流
落
し
て
、
武
功
宝
意
寺
に
屏
居
し
て
読
書
に
励
ん
で
い
た

章
応
物
は
、
代
宗
の
広
徳
元
（
七
六
三
）
年
、
洛
陽
丞
と
な
り
、
洛
陽
に
赴
い
て
い
る
。
と
す
る
と
、
こ
の
「
襲
山
行
」
詩
も
ま
た
、

そ
の
途
次
に
長
安
東
郊
の
襲
山
華
清
宮
を
通
過
し
て
、
章
応
物
が
曾
て
の
宿
衛
体
験
を
憶
い
出
し
て
詠
ん
だ
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

少
な
く
と
も
情
況
証
拠
と
し
て
は
、
こ
の
時
に
詠
ん
だ
と
考
え
る
の
が
最
も
妥
当
で
あ
ろ
う
。
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次
に
、
「
温
泉
行
」
詩
は
、
章
応
物
が
他
郷
で
の
任
官
も
思
う
に
ま
か
せ
ず
、
覚
に
一
切
の
希
望
を
棄
て
て
、
長
安
に
帰
郷
す
る
途
次
、

甕
山
温
泉
に
投
宿
し
て
詠
ん
だ
詩
で
あ
る
。
襲
山
温
泉
は
長
安
の
東
郊
の
街
道
沿
い
に
あ
り
、
そ
こ
を
経
由
し
て
長
安
へ
帰
る
と
な
れ

ば
、
章
応
物
の
場
合
、
そ
の
出
発
地
は
洛
陽
が
最
も
適
当
で
あ
る
。
こ
れ
も
羅
氏
の
「
章
応
物
年
譜
」
に
よ
る
と
、
章
応
物
は
、
大
暦

元
年
春
、
洛
陽
丞
を
約
四
年
で
罷
め
た
後
、
洛
陽
の
同
徳
精
舎
に
寓
居
す
る
。
そ
の
後
、
章
応
物
は
無
官
の
ま
ま
長
安
へ
帰
る
こ
と
に

な
る
が
、
こ
の
「
温
泉
行
」
詩
は
、
そ
こ
に
表
現
さ
れ
た
零
落
ぶ
り
か
ら
見
て
も
、
こ
の
帰
郷
の
途
次
、
耀
山
温
泉
に
投
宿
し
た
折
に

詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
羅
氏
の
「
章
応
物
年
譜
」
は
、
し
か
し
、
そ
の
長
安
帰
郷
の
年
代
を
特
定
せ
ず
、
「
今
姑
ら
く
此
に
叙
す
」

と
し
て
、
大
暦
二
（
七
六
七
）
年
の
冬
の
項
に
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、
博
瑾
踪
氏
の
「
庫
応
物
系
年
考
証
」
も
大
暦
二
、
三
、
四
年

(
8
)
 

頃
の
事
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
吉
村
氏
の
所
論
に
お
い
て
、

途
中
、
襲
山
の
下
を
通
っ
た
折
の
作
が
「
温
泉
行
」
で
あ
る
。

と
述
べ
る
の
は
蓋
し
正
当
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
章
応
物
の
「
朧
山
行
」
詩
は
七
六
三
（
代
宗
広
徳
元
）
年
、
二
十
七
歳
の
彼
が
長
安
か
ら
洛
陽
へ
向
う
折
に
、
そ

し
て
「
温
泉
行
」
詩
は
七
六
七
（
代
宗
大
暦
二
）
年
頃
、
三
十
一
歳
頃
の
彼
が
逆
方
向
に
洛
陽
か
ら
長
安
へ
帰
る
折
に
、
い
ず
れ
も
襲
山

温
泉
に
投
宿
し
て
詠
懐
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
の
一
応
の
推
測
を
得
る
に
至
っ
た
。

こ
の
う
ち
、
「
朧
山
行
」
詩
の
制
作
年
代
推
定
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
、
先
人
の
明
確
な
論
及
を
見
な
か
っ
た
の
で
、
こ

こ
に
あ
え
て
愚
考
を
呈
し
た
次
第
で
あ
る
。

七

で
は
最
後
に
、
こ
こ
に
考
察
し
た
「
襲
山
行
」
「
温
泉
行
」
詩
を
通
し
て
、
そ
こ
に
現
れ
た
庫
応
物
の
宿
衛
体
験
の
意
味
す
る
も
の

に
つ
い
て
概
括
し
、
更
に
、
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
文
学
史
的
な
観
点
か
ら
把
え
て
み
た
い
と
思
う
。
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庫
応
物
の
「
耀
山
行
」
「
温
泉
行
」
詩
に
つ
い
て
（
竹
村
）

章
応
物
に
お
け
る
若
年
の
玄
宗
行
幸
の
雹
躁
経
験
、
お
よ
び
続
く
安
禄
山
の
乱
に
よ
る
失
職
と
流
浪
の
体
験
は
、
歴
史
的
に
見
て
も
、

天
宝
末
期
に
お
け
る
盛
唐
の
繁
栄
の
絶
頂
と
崩
落
、
そ
し
て
続
く
中
唐
へ
の
橋
渡
し
的
出
来
事
と
し
て
甚
だ
象
徴
的
で
あ
る
。

章
応
物
の
場
合
、
玄
宗
の
宿
衛
出
仕
が
官
蔭
と
い
う
功
臣
の
父
祖
の
”
お
蔭
“
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
ま
ず
最
大
の
特
徴
で

あ
る
。
前
述
の
如
く
、
本
人
の
実
力
の
如
何
は
と
も
か
く
と
し
て
、
何
よ
り
も
家
系
身
分
等
の
既
定
の
外
的
要
因
に
よ
っ
て
近
衛
と
し

て
の
出
仕
が
認
め
ら
れ
、
雲
上
の
特
権
を
享
受
で
き
る
こ
の
制
度
は
、
六
朝
時
代
以
来
色
濃
く
続
く
門
閥
貴
族
・
名
族
主
義
の
伝
統
上

に
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
章
応
物
自
身
は
、
そ
の
制
度
の
是
非
を
云
々
す
る
立
場
に
な
い
が
、
該
当
す
る
当
人
と
し
て
、

そ
の
特
例
恩
典
に
浴
し
、
些
か
の
不
行
跡
を
示
し
つ
つ
も
、
玄
宗
の
甕
山
宮
行
幸
に
雹
躍
し
て
、
そ
の
歓
楽
を
享
受
し
た
の
で
あ
っ
た
。

喩
え
て
み
れ
ば
、
こ
の
当
時
の
章
応
物
は
、
親
（
玄
宗
）
の
あ
た
た
か
い
庇
護
の
中
で
何
不
自
由
な
く
遊
び
回
る
、
ま
だ
物
心
も
つ
か

な
い
、
や
ん
ち
ゃ
で
あ
ど
け
な
い
良
家
の
”
お
ぽ
っ
ち
ゃ
ん
“
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
か
。

そ
の
庫
応
物
に
と
っ
て
、
七
五
五
年
、
十
九
歳
時
に
起
き
た
安
禄
山
の
乱
、
及
び
そ
れ
に
伴
う
大
政
変
は
、
ま
こ
と
に
青
天
の
露
震

と
い
う
も
及
ば
ず
、
破
天
荒
の
大
地
震
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
が
容
易
に
察
せ
ら
れ
る
。

や
が
て
、
「
失
職
流
落
」
し
た
阜
応
物
は
、
寺
院
に
仮
寓
し
て
読
書
に
励
む
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
実
に
、

(10) 

任
侠
に
憧
れ
、
得
意
な
少
年
時
代
か
ら
、
懐
疑
的
省
察
の
時
代
へ
の
転
機

(10) 

だ
っ
た
の
で
あ
り
、
次
の
中
唐
の
詩
人
と
し
て
の
庫
応
物
を
生
み
出
す
素
地
と
な
る
「
雌
伏
の
時
代
」
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

こ
う
し
て
、
後
に
中
唐
の
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
る
粛
応
物
の
詩
人
の
出
発
が
、
盛
唐
の
繁
栄
と
没
落
に
伴
う
享
楽
と
辛
酸
に
あ
っ
た

こ
と
は
、
従
来
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
が
ら
、
あ
ら
た
め
て
関
心
を
惹
く
興
味
深
い
事
象
で
あ
る
。

で
は
次
に
、
章
応
物
に
お
け
る
如
上
の
盛
唐
体
験
の
特
徴
を
、
例
え
ば
同
時
代
の
杜
甫
詩
と
較
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
見
て
み
よ
う
。

上
述
の
「
襲
山
行
」
「
温
泉
行
」
詩
か
ら
も
わ
か
る
通
り
、
章
応
物
は
そ
の
若
年
に
玄
宗
の
行
幸
に
従
い
、
安
禄
山
の
乱
に
よ
る
辛
酸

を
嘗
め
尽
く
し
た
は
ず
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
詩
文
を
見
る
と
、
意
外
な
こ
と
に
、
玄
宗
や
楊
貴
妃
、
更
に
は
安
禄
山
（
の
乱
）
に
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一
朝
錆
鼎
降
龍
駁

小

臣

髯

絶

不

得

去

髯

絶

え

の
よ
う
に
、
故
事
を
踏
ま
え
た
わ
ず
か
二
句
の
比
喩
の
中
に
実
に
淡
々
と
述
べ
去
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
詩
の
表
現
に
お
い
て
、

仮
に
追
憶
に
よ
る
章
応
物
の
記
憶
の
消
失
、
美
化
の
部
分
を
勘
案
す
る
に
し
て
も
、
こ
れ
で
は
侍
衛
と
し
て
出
仕
し
た
己
が
主
君
た
る

玄
宗
へ
の
言
及
が
少
し
く
淡
白
す
ぎ
は
し
な
い
か
。
或
い
は
章
応
物
は
、
過
去
の
忌
ま
わ
し
い
記
憶
と
し
て
、
意
図
的
に
そ
れ
ら
の
記

述
を
避
け
た
の
か
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
粛
応
物
が
宿
衛
と
し
て
明
ら
か
に
玄
宗
側
の
人
間
で
あ
り
、
「
状
況
的
に
も
感
性
的
に
も
、
玄
宗
と
同
じ

(11) 

世
界
を
共
有
」
し
て
お
り
、
玄
宗
及
び
盛
唐
に
つ
い
て
、
ま
だ
客
観
的
な
存
在
と
し
て
突
き
放
し
て
把
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

こ
と
が
最
大
の
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
先
の
II

お
ぼ
っ
ち
ゃ
ん
“
の
喩
え
を
再
び
借
り
る
な
ら
ば
、
自
分
の
最
大
の
庇

護
者
で
あ
る
玄
宗
を
突
如
襲
っ
た
安
禄
山
の
乱
と
い
う
不
幸
に
対
し
て
、
ま
だ
物
心
の
十
分
に
つ
か
な
い
章
応
物
少
年
は
、
そ
の
意
味

す
る
も
の
に
つ
い
て
客
観
的
に
判
断
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
た
だ
自
分
の
歓
楽
の
世
界
が
消
失
し
た
と
い
う
事
実
の
み
を
は
か
な
く
も

認
識
し
た
の
で
あ
る
。

一
朝
小
臣

鼎
を
鋳
て

つ
い
て
客
観
的
且
つ
適
確
に
言
及
し
た
表
現
が
頗
る
少
な
い
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
「
襲
山
行
」
詩
に
お
い
て
は
、
全
四
十
句
中
、
安
禄
山
の
乱
、
及
び
玄
宗
の
崩
御
に
特
に
言
及
す
る
部
分
は
、

そ
む

文
武
乖
＜

干
支
一
起
文
武
乖
干
文
一
た
び
起
る
や

聖

皇

弓

剣

墜

幽

泉

聖

皇

の

弓

剣

幽

泉

に

墜

つ

の
二
句
だ
け
で
あ
る
。
章
応
物
は
こ
こ
で
、
そ
れ
ら
自
分
の
生
命
に
も
関
わ
っ
た
は
ず
の
大
事
件
に
つ
い
て
、
わ
ず
か
二
句
の
中
に
、

ま
る
で
一
般
の
他
人
事
の
よ
う
に
あ
っ
さ
り
と
片
付
け
て
述
べ
終
る
。
ま
た
、
全
二
十
四
句
か
ら
成
る
「
温
泉
行
」
詩
に
お
い
て
も
、

同
じ
く
玄
宗
の
崩
御
に
言
及
し
て
、

去
る
を
得
ず

龍
駁
降
り
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章
応
物
の
「
耀
山
行
」
「
温
泉
行
」
詩
に
つ
い
て
（
竹
村
）

輿
宴
非
短
褐

浴
を
賜
ふ
は

あ
ず

宴
に
与
か
る
は

短
褐
に
非
ず

賜
浴
皆
長
櫻

皆
長
櫻
に
し
て

築
動
殷
膠
籍

君
臣
留
惟
矧

君
臣
留
ま
り
て
惜
矧
し

楽
動
し
て
膠
闘
に
殷
＜

羽
林
相
摩
萎

羽
林
相
摩
要
す

蹴
踏
崖
谷
滑

瑶
池
氣
鬱
律

瑶
池
は

蹴
踏
し
て

崖
谷
滑
ら
か
な
り

気
鬱
律
と
し
て

御
楊
在
婦
蹂

蛍
尤
塞
寒
空

蛍
尤
寒
空
を
塞
ぎ

御
楊
は
幡
蝶
に
在
り

凌
晨
過
襲
山

あ
か
つ
き

凌
晨
に
襲
山
を
過
ぐ
れ
ば

一
方
、
章
応
物
と
同
時
代
の
や
や
年
長
で
あ
っ
た
杜
甫
は
、
そ
の
点
、
玄
宗
や
楊
貴
妃
、
安
禄
山
に
対
し
て
客
観
的
且
つ
批
判
的
に

言
及
し
た
詩
が
、
量
的
に
も
質
的
に
も
豊
富
で
あ
る
。

天
宝
十
四
載
（
七
五
五
年
）
十
一
月
、
丁
度
十
九
歳
の
章
応
物
が
玄
宗
に
塵
従
し
て
耀
山
宮
に
宿
衛
し
て
い
た
と
覚
し
き
頃
、
時
と

所
と
を
同
じ
く
し
て
、
右
衛
率
府
冑
曹
参
軍
た
る
廉
職
に
任
じ
た
四
十
四
歳
の
杜
甫
は
、
奉
先
県
に
い
る
妻
子
に
再
会
す
べ
く
、
襲
山

を
経
由
し
て
長
安
の
北
東
方
に
赴
く
。
そ
の
途
次
の
見
聞
を
記
し
た
詩
が
、
「
京
自
り
奉
先
県
に
赴
く
詠
懐
五
百
字
」
詩
で
あ
る
。
そ

の
題
下
の
注
記
「
天
宝
十
四
載
十
一
月
初
作
」
か
ら
も
わ
か
る
通
り
、
あ
た
か
も
こ
の
時
、
更
な
る
北
東
方
で
は
安
禄
山
軍
が
既
に
鋒

起
し
、
破
竹
の
勢
い
で
一
路
洛
陽
長
安
へ
向
け
て
南
下
し
始
め
て
い
る
。
こ
こ
に
一
百
句
五
百
字
の
全
詩
を
引
用
す
る
紙
幅
の
余
裕
は

無
い
が
、
章
応
物
の
「
耀
山
行
」
「
温
泉
行
」
詩
と
の
比
較
上
、
そ
の
襲
山
宮
の
描
写
に
関
す
る
部
分
の
み
を
挙
げ
れ
ば
次
の
通
り
で

あ
る
。
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朱
門
酒
肉
臭

朱
門
酒
肉
臭
く

勧
客
馳
蹄
羹

霜
橙
歴
香
橘

客
に
勧
む
る
は

霜
橙

香
橘
を
圧
す

あ
つ
も
の

馳
蹄
の
羹

煙
霧
散
至
質

媛
客
紹
鼠
袈

悲
管
逐
消
琵

悲
管

清
慈
を
逐
ふ

媛

客

紹

鼠

の

裟

煙
霧

盛
在
衛
霧
室

中
堂
舞
稗
仙

中
堂
に
神
仙
舞
ひ

玉
質
に
散
ず

尽
く
衛
・
霧
の
室
に
在
り
と

況
聞
内
金
盤

況
ん
や
聞
く

内
の
金
盤
は

多
士
盈
朝
廷

仁
者
宜
戦
慄

仁
者

宜
し
く
戦
慄
す
べ
し

多
士
朝
廷
に
盈
つ

賓
欲
邦
國
活

臣
如
忽
至
理

君
登
棄
此
物

実
に
邦
国
の
活
き
ん
こ
と
を
欲
す

も

ゆ

る

が

臣
如
し
至
理
を
忽
せ
に
せ
ば

登
に
此
の
物
を
棄
て
ん
や

君

聖
人
筐
籠
恩

聖
人

筐
節
の
恩

形
廷
所
分
吊

本
自
寒
女
出

鞭
撻
其
夫
家

緊
敏
貢
城
朗

緊
敏
し
て

其
の
夫
家
を
鞭
撻
し

城
胴
に
貢
が
し
む
る
な
り

形
廷
分
つ
所
の
吊
は

ょ

本
と
寒
女
自
り
出
づ
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路
有
凍
死
骨

榮
枯
應
尺
異

憫
恨
難
再
述

こ
れ
は
、
先
の
章
応
物
の
「
耀
山
行
」
「
温
泉
行
」
詩
の
の
ど
か
で
お
お
ら
か
な
表
現
に
比
べ
る
と
、
又
何
と
厳
し
く
激
し
い
玄
宗

糾
弾
の
詩
筆
で
あ
ろ
う
。
天
宝
十
四
載
の
十
一
月
、
時
間
的
に
も
空
間
的
に
も
同
時
に
同
一
の
襲
山
に
在
っ
た
と
思
わ
れ
る
章
応
物
と

杜
甫
の
耀
山
宮
描
写
の
違
い
は
、
二
人
の
そ
の
時
の
年
齢
（
章
応
物
十
九
歳
、
杜
甫
四
十
四
歳
）
や
そ
の
時
の
立
場
、
本
来
の
資
質
や
詩
人

と
し
て
の
意
識
な
ど
を
考
え
合
せ
な
い
と
安
易
な
比
較
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
本
質
的
な
違
い
が
生
じ
る
最
大

の
原
因
は
、
杜
甫
は
、
下
級
官
吏
で
あ
っ
て
も
、
玄
宗
を
と
り
ま
く
朝
官
の
圏
外
に
あ
っ
て
、
ひ
た
す
ら
在
野
人
と
し
て
社
会
の
現
実

に
直
面
し
て
辛
苦
を
嘗
め
て
い
た
の
に
対
し
、
章
応
物
は
、
功
臣
の
子
弟
と
し
て
官
蔭
に
よ
っ
て
玄
宗
の
朝
官
と
な
り
、
身
分
的
に
も

意
識
的
に
も
玄
宗
と
一
体
化
し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
あ
た
か
も
引
用
詩
例
中
に
お
い
て
、
華
清
池
へ
の
入
浴
に
つ
い
て
、
章
応
物

の
「
温
泉
行
」
詩
が
、
つ
ね

恩
を
蒙
り
て
毎
に
華
池
の
水
に
浴
し

と
い
う
よ
う
に
主
と
し
て
天
恩
を
述
べ
る
の
に
対
し
、
杜
甫
の
「
自
京
赴
奉
先
県
詠
懐
五
百
字
」
詩
は
、

と
い
う
よ
う
に
専
ら
批
判
的
に
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
朝
廷
と
一
体
の
も
の
と
し
て
あ
っ
た
章
応
物
と
、
逆
に
そ
こ
か
ら
は
疎
外
さ

れ
て
い
た
杜
甫
の
事
物
を
見
る
眼
の
本
質
的
な
違
い
を
、
た
く
ま
ず
し
て
見
事
に
浮
き
彫
り
に
し
た
詩
表
現
で
あ
る
。

不
識
瞳
山
真
面
目
鷹
山
の
真
面
目
を
識
ら
ざ
る
は

(12) 

只
縁
身
在
此
山
中
只
だ
身
の
此
の
山
中
に
在
る
に
縁
る

と
い
う
。
い
ま
こ
の
喩
え
を
借
り
る
な
ら
ば
、
章
応
物
は
自
ら
慮
山
山
中
（
玄
宗
の
朝
廷
）
に
在
っ
て
、
却
っ
て
そ
の
「
真
面
目
」
が

章
応
物
の
「
耀
山
行
」
「
温
泉
行
」
詩
に
つ
い
て
（
竹
村
）

浴
を
賜
ふ
は
皆
長
櫻
（
高
官
）

栄
枯
憫
恨
し
て 應
尺
に
異
な
る

再
び
述
べ
難
し

路
に
は
凍
死
の
骨
有
り
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見
え
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
杜
甫
は
、
そ
の
時
代
に
生
き
な
が
ら
、
埓
外
の
詩
人
と
し
て
の
辛
酸
を
嘗
め
つ
く
し
、
却
っ
て
鷹
山
の
真

貌
を
認
識
し
得
た
詩
人
で
あ
る
と
言
え
る
。
後
世
杜
詩
を
詩
史
と
し
て
評
価
す
る
所
以
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
そ
の
章
応
物
が
、

や
が
て

近
歳
の
章
蘇
州
の
歌
行
の
如
き
は
、
オ
麗
の
外
、
頗
る
興
諷
に
近
し
。
其
の
五
言
詩
は
、
又
高
雅
閑
潅
に
し
て
、
自
ら
一
家
の
体

の
よ
う
な
、

い
わ
ば
庸
山
の
真
影
を
描
き
得
た
詩
人
と
し
て
高
い
評
価
を
得
る
に
至
る
に
は
、
安
禄
山
の
乱
後
の
転
遷
を
最
初
の
辛
酸

と
し
て
、
ま
だ
ま
だ
幾
度
も
出
仕
と
屏
居
の
変
遷
を
繰
り
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
一
九
八
八
年
八
月
、
長
江
潮
上
の
船
上
に
て
起
稿
。
同
十
月
、
福
岡
に
て
脱
稿
）

羅
聯
添
『
唐
代
詩
文
六
家
年
譜
』
（
学
海
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）
所
収
。

前
掲
羅
氏
「
章
応
物
年
譜
」
に
、
『
文
献
通
考
』
巻
一
五
五
の
記
述
を
引
い
て
例
証
す
る
。

愛
宕
元
「
唐
代
に
お
け
る
官
蔭
入
仕
に
つ
い
て
ー
衛
官
コ
ー
ス
を
中
心
と
し
て
ー
」
（
『
東
洋
史
研
究
』
第
三
十
五
巻
第
二
号
、
京
都
大
学
東
洋
史
研

究
会
、
昭
和
五
十
一
年
）
。

無
為
に
し
て
天
下
が
良
く
治
ま
る
こ
と
。
『
周
易
』
繋
辞
下
伝
に
、
「
黄
帝
発
舜
、
衣
裳
を
垂
れ
て
天
下
治
ま
る
」
と
。

玄
宗
の
襲
山
宮
行
幸
は
、
新
旧
の
『
唐
書
』
お
よ
び
『
資
治
通
鑑
』
等
に
公
式
記
録
さ
れ
て
い
る
。
章
応
物
が
雹
従
し
た
と
思
わ
れ
る
天
宝
十
載
し

十
四
載
の
間
は
、
玄
宗
は
毎
年
冬
十
月
に
な
る
と
必
ず
襲
山
宮
に
赴
い
て
い
る
。
張
自
修
『
襲
山
古
遊
名
勝
志
j

(
映
西
省
臨
滝
県
旅
滸
局
、

八
四
年
劉
群
奴
序
）
、
お
よ
び
拙
論
「
長
生
殿
に
お
け
る
季
節
の
推
移
」
（
徳
島
大
学
教
養
部
紀
要
、
第
十
九
巻
、

を
成
す
。

註

一
九
八
四
年
）
参
照
。

（
白
居
易
「
元
九
に
与
ふ
る
書
」
）

一
九
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章
応
物
の
「
耀
山
行
」
「
温
泉
行
」
詩
に
つ
い
て
（
竹
村
）

『
史
記
』
巻
十
二
「
孝
武
本
紀
」
（
ま
た
巻
二
十
八
「
封
禅
書
」
）
に
、
「
黄
帝
首
山
の
銅
を
采
り
、
鼎
を
荊
山
の
下
に
鋳
る
。
鼎
既
に
成
る
や
、
龍

胡
顧
を
垂
れ
、
下
り
て
黄
帝
を
迎
ふ
る
有
り
。
黄
帝
上
り
て
騎
り
、
群
臣
後
宮
、
上
の
龍
に
従
ふ
も
の
七
十
餘
人
、
龍
乃
ち
上
り
去
る
。
餘
小
臣
上

る
を
得
ず
、
乃
ち
悉
く
龍
顧
を
持
て
ば
、
龍
顧
抜
け
、
黄
帝
の
弓
を
堕
す
」
と
あ
る
。

博
簸
踪
「
章
応
物
系
年
考
証
」
（
『
唐
代
詩
人
叢
考
』

吉
村
弘
道
「
章
応
物
の
生
涯
（
上
・
下
）
」
（
「
学
林
』
七
・
八
号
、
中
国
芸
文
研
究
会
、
昭
和
六
十
一
年
）
。

宋
・
沈
作
詰
の
「
補
章
刺
史
伝
」
に
、
「
漁
陽
の
兵
乱
の
後
、
流
落
し
て
失
職
す
る
に
泊
び
、
乃
ち
更
め
て
節
を
折
り
読
書
す
」
と
あ
る
。

赤
井
益
久
「
粛
応
物
と
白
楽
天
ー
諷
諭
詩
を
中
心
と
し
て
」
（
国
学
院
大
学
『
国
学
院
雑
誌
』
八
一
ー
五
、
昭
和
五
五
年
）
。

深
沢
一
幸
「
章
応
物
の
歌
行
」
（
京
都
大
学
『
中
国
文
学
報
』
第
二
四
冊
、

蘇
東
披
「
西
林
の
壁
に
題
す
」
（
『
蘇
軟
詩
集
』
巻
二
三
、
中
華
書
局
、

一
九
七
四
年
）
。

一
九
八
二
年
）
。

一
九
八

0
年
、
中
華
書
局
）
二
八
六
、
二
八
九
頁
。
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